
 本授業では，以下の検証を行うものである。

○ 本授業で使用した「思考スキル」や「見える図」は，子どもの思考力・判断力を育成するために

有効であったか。 

○ 本授業における協同的な「学び合い」は，子どもの思考力・判断力・表現力を育成するために有

効であったか。

１ 小 単 元 校区探検をしよう

２ 目 標

  校区内の自然に関心をもち，公共の交通機関を利用して自然の豊かな地域を訪れたり，実際に動

植物にさわったりするなどの活動を通して，自然事象を感じ取る力を身に付けるとともに，身近に

ある自然に愛着をもち，自然との関わり方を理解することができる。 

３ 小単元の評価規準

○ 友達と協力して意欲的に学習しようとしている。 【関心・意欲・態度】

○ より良く自然事象を観察するための方法や，目的に応じた自然現象との接し方について考えよう

としている。 【思考・判断・表現】  

○ 公共の交通機関を利用して目的地に行くために必要な力を身に付けたり，視点を決めて自然を観

察して，体験したことをカードにまとめて発表したりすることができる。 【技能】  

○ 身近にある自然に愛着をもち，自然との関わり方を理解することができる。  【知識・理解】

４ 小単元について

(1) 小単元の価値 

  これまで子どもたちは，生活単元学習「春が来た」や「秋の自然」において，学校内や学校周辺を

探索して，春や秋の草花や木，虫の様子に関心をもって観察したり，春や秋の季節の特徴や様子を

絵や文等，自分なりの方法で表現したりしてきている。この経験から，子どもたちは，身の周りの

自然に親しむとともに，自然の素晴らしさや自然との関わり方，季節の変化を感じるとともに校区

にある自然のよさを味わってきている。

新年度を迎え，本学級にも２名の１年生が入級し，２名の３年生と１名の６年生は，１年生を温

かく迎え入れ，学校生活について教えたり，一緒に遊んだりする姿が見られる。入級してきた１年

生にとっては，全てが新しい経験であり，自分の通う学校の周りの様子についてはまだ知らないこ

とが多い。また，３年生や６年生の子どもたちは１年生にいろいろなことを教えたいという気持ち

をもっている。

そこで，このような子どもたちに，本単元において，校区内という身近で自然豊かな西之谷地区

へ行く活動を設定し，学校の周りの様子と比較したり，豊かな自然を味わったりすることで，あら

ためて校区のよさを確認できるようにしたい。また，上級生が下級生に約束事やバスの乗り方等を

教える協同的な「学び合い」のなかで，上級生にとってはこれまでの学習で身に付けてきた自信を

さらに強固にできる機会としていきたい。さらに，今回訪れる予定の西之谷地区は，豊かな自然に

恵まれている地域であることから，子どもたちの意識の中に，校区の自然を大切に思う気持ちが少

しでも生まれるように，訪れた際には西之谷地区にすむ昆虫や植物等に触れ，五感を通して自然を

満喫できる活動を設定したい。また，移動の際には，公共の交通機関を利用し，バスの乗降の仕方

や料金の支払い，アナウンスを聞いてバスを降りる等のバス利用における行動様式を身に付けるこ

とができるようにしていきたい。

このような活動を通して，子どもたちは教科等で学習した力を生きて働く力としたり，新たに課

題を発見したりして，更に学習を深めることができるものと考える。

(2) 子どもの実態と指導
Ａ(１年 ) Ｂ(１年 ) Ｃ(３年 ) Ｄ（３年） Ｅ(６年 ) 

　校外学習に

対する興味や

関心

　バス移動に

関する知識，技
能

校外学習に出かける

ことは楽しみにしてい

るが，バスに乗った経

験がなく，不安ももっ

ている。

校外に出かけると笑

顔が多く出る。

バスで友愛パスを用

いることを理解するま

でには至っていない。

バスに乗ることを楽

しみにしている。

整理券を取り，降り

る際にお金と一緒に運

賃箱に入れることを理

解している。

校外学習に出かける

ことを楽しみにしてい

る。

整理券と運賃表を見

ていくら必要か判断す

ることができる。

バス移動をとても楽

しみにしている。実施

日には「やった。」と大

喜びする。

友愛パスの使い方を

理解している。
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話す力 

自分の思いを伝えた

り，質問に答えたりす

るのに時間を要する。

質問には単語で答える

ことが多い。 

模倣が多く，自分の

思いを伝えたり，質問

に答えたりすることが

難しい。ものの名称を

答えることはできる。

自分の思いを伝えた

り，質問に答えたりす

るのに時間を要する。

繰り返し質問すると答

えることができる。 

自分の思いを伝える

ことには時　間を要す

るが，質問には答える

ことができる。 

質問に対して三語

文程度で答える等簡単

な日常の会話ができ

る。自分の思いを伝え

ることもできる。 

 
　動植物との

ふれあい 

昆虫が苦手でさわっ

たり，近づいたりする

ことは難しいが，草花

を観賞することはでき

る。 

自分から関わること

は少ないが，担任に言

われると，担任の模倣

をして世話をすること

ができる。 

 学校の動物ランドの

小動物と触れ合った

り，学級園の植物の世

話をしたりすることが

できる。 

家では小動物を飼っ

ており，その世話をし

たり，学校でも農園の

手入れを進んでしたり

することができる。 

動植物に触れるこ

とをあまり好まない

が，農園の草取り等が

少しずつできるように

なってきている。 

  本単元では，こうした子どもたちの実態をふまえ，体験を通し，主に自分の思いや考えを表出する

力を身に付けるための学習活動を展開する。具体的には，これまで学習してきたバスの乗り方や料金

の支払い方を活用した疑似体験の活動を展開する。また，校外学習に行くまでにしなければいけない

ことを「見える図」で明確にし，見通しをもたせる活動や子どもたちが自分で校区探検の準備ができ

るように子どもの実態に応じた「お出かけ手帳」を作成する活動を設定する。当日は，植物や昆虫等

に接し，五感を存分に働かせるような時間を確保し，子どもの自由な発想と行動を称賛して，活動へ

の意欲を喚起したい。 
５ 指導計画（総時数１２時間）                  

主な学習活動 
評価規準 

Ａ（１年） Ｂ（１年） Ｃ（３年） Ｄ（３年） Ｅ（６年） 

１ 西之谷地区へ探検

に行く計画を立て，

「お出かけ手帳」を

作る。(本時) 

 ○ いつ行くのか 

 ○ バスの乗り方 

 ○ 持って行くもの 

 ○ 約束 

関： 西之谷地区

の自然に関

心をもつこ

とができる。 
思： 担任と一緒

に出かける

までにする

ことを考え

ることがで

きる。 

関： 西之谷地区

の自然に関

心をもつこ

とができる。

思： 出かけるま

でにするこ

とを確認す

ることがで

きる。 

関： 校区探検の

計画を立て

ようとして

いる。 
思： 出かけるま

でにするこ

とを考え発

表すること

ができる。 

関： 校区探検の

計画を立て

ようとして

いる。 
思： 出かけるま

でにするこ

とを考え理

由を付けて

発表するこ

とができる。 

関： 意欲的に校

区探検の計

画を立てよ

うとしてい

る。 
思： 友達と一緒

に出かける

までにする

ことを考え

ることがで

きる。 

４

 
２ 校区探検に出かけ

る。 
 

関： 友達と校区

探検に出か

けようとし

ている。 
技： 「お出かけ

手帳」や担

任，友達の言

葉掛けでバ

スに乗った

り活動をし

たりできる。 

関： 担任と校区

探検に出か

けようとし

ている。 
技： 「お出かけ

手帳」を見な

がら担任と

一緒にバス

に乗ったり，

活動したり

できる。 

関： 自分の力で

校区探検を

しようとし

ている。 
技： 「お出かけ

手帳」を見な

がらバスに

乗ったり，活

動をしたり

できる。 

関： 友達と協力

しながら校

区探検をし

ようとして

いる。 
技  「お出かけ

手帳」を見な

がらバスに

乗ったり，活

動をしたり

できる。 

関： 友達と協力

して校区探

検をしよう

としている。

技： 担任の言葉

掛けや「お出

かけ手帳」を

見てバスに

乗ったり，活

動したりで

きる 

４

３ 校区探検のまとめ

をする。 

表： 楽しかった

活動の写真

を選択して

発表するこ

とができる。 

表： 楽しかった

活動の写真

を選択する

ことができ

る。 

表： 楽しかった

出来事を詳

しく発表す

ることがで

きる。 

表： 楽しかった

出来事を発

表すること

ができる。 

表： 楽しかった

ことを発表

することが

できる。 
４

 

６ 本  時（1／12） 

 (1) 目  標 

校区探検に出かけるまでにすることを明確にし，「お出かけ手帳」を作ることができる。 

 (2) 評価規準 

Ａ（１年） Ｂ（１年） Ｃ（３年） Ｄ（３年） Ｄ（６年） 

友達の意見や写真等

から校区探検に出かけ

るまでにすることを確

認することができる。 
 
【思考・判断・表現】 

校区探検に出かける

までにすることを写真

等で確認することがで

きる。 
 

【思考・判断・表現】

これまでの経験を基

に，校区探検に出かける

までにすることを考え，

理由を付けて発表する

ことができる。 
【思考・判断・表現】

 これまでの経験を基

に，校区探検に出かける

までにすることを考え，

発表することができる。 
 
【思考・判断・表現】 

友達の意見を聞いて

校区探検に出かけるま

でにすることを確認す

ることができる。 
 

【思考・判断・表現】

(3) 指導に当たって 

導入では，校区探検に意欲的に参加することができるように，西之谷地区の様子を撮影したＶ

ＴＲを視聴する活動を設定する。 

展開では，校区探検に出かけるまでにしなければならないことを「見える図」を使って明確に
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終末では，次時の学習内容を確認することでこれからの活動の見通しがもてるようにする。

7

5

33

（評価の方法）

〔　〕
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